
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            Ｎｏ．８  北九州市立花尾中学校  

校長 則松 敬二 

令和４年３月２４日 
花 尾 中 だより 令和３年度 学校通信 

今後の行事予定 

素直な気持ちと感謝の心で 

 
いよいよ１、２年生の皆さんは４月から１つ上の学年に進級します。４月１１日（月）には新入生が入学してき

ます。花尾中学校の素晴らしい伝統と取組を示すことができるように、先輩として「よき手本」となってください。 

 また、進級しても、日々の学校生活において「素直な気持ち」、「感謝の心」を忘れず、努力を続けることが大切

です。 

 ３月２３日（水）は、本年度最後の給食となりました。この１年間、いつもおいしい給食を提供していただいた

花尾小学校の給食調理関係の皆様、そして本校の給食担当の金田先生に心より感謝申し上げます。生徒の皆さん、

４月からも好き嫌いをせず、しっかり給食を食べて健康なからだづくりを心がけましょう。 

 さて、１年間の学習や様々な行事が終わり、次の学年に進級する皆さん、新３年生は最上級生として、新２年生

は先輩として、令和４年度をどのような１年間にするか、すでに目標を立てていることと思います。 

ところで、皆さんは「努力」という言葉について、どのような印象をもっていますか。目標を立てて「さあ、頑

張るぞ」というときに、どのような事に、どのくらい頑張ったらよいかなど、迷うことはないですか。世の中では

「努力したから成果が出た」ということが全てというわけではありません。「努力したけれど成果が出ない」ことも

あると思います。また、その反対で「努力しなかったけれど成果が出た」という話を時々耳にしますが、本当は他

人が見ていないところで精一杯の努力をしているのだと思います。「努力をしなかったから成果が出なかった」とい

うことが当然だと思います。 

そこで皆さんには、結果はどうあれ、是非「努力を惜しまない人」になって欲しいと思います。 

そのためには、保護者、友だち、そして先生方からの助言を素直に受け止め、自立することができる「心の成長」

が求められます。花尾中学校の先生方は、皆さんが入学した時から、常にそのことを考えて指導しています。 

自分の行動は、良くも悪くも自分に返ってきます。正すべきは正す。継続すべきは決してあきらめずに継続する。

「素直な気持ち」、「感謝の心」を忘れず、日々努力を続けることが大切です。 

 ４月からの皆さんの学校生活での活躍を期待しています。 

先週は、１・２年生の百人一首大会を開催しました。

各学級での練習の成果を発揮し、大変盛り上がった大会

でした。今後も感染予防対策を行いながら、集合型の学

年行事を企画していきたいと考えています。保護者の皆

様のご理解、ご支援をよろしくお願いいたします。 

 

４月 ７日（木） 着任式・始業式 

４月１１日（月） 第７７回入学式 

４月１９日（火） ３年生全国学力・学習状況調査 

４月２２日（金） 子ども読書の日 

春休み中の生活について 

春休み中は家族の方等と出かけることもあると思

いますが、まだまだ新型コロナウイルス感染症予防が

必要な日々が続いています。また、部活動等にも十分

な注意が必要になっています。生徒の皆さんは、今後

も感染予防対策を心がけて、充実した春休みを過ごし

てください。 

保護者の皆様には、本年度の学校行事等に対するご

理解、ご協力をいただき感謝いたします。来年度も、

生徒の健康管理・安全対策等に対する保護者の皆様の

家庭でのご指導をよろしくお願いいたします。 


